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1.	 はじめに

おもてなしサービス開発ワーキンググループでは,図

1に示すように,サンルーフ,パワースライドドア,パワー

バックドアなど従来の機能に新たなエレクトロニクス技

術やアクチュエータ技術,センシング技術,さらにはカー

ナビゲーション開発で培った置情報活用技術やクラウ

ド技術などを組み合わせることにより,賢く頼れる「愛車」

を目指し,ユーザに寄り添ったシステム商品を“おもてな

し”として掲げてお客様に感動していただける商品開発

に取り組んでいる.

 
図1　おもてなしサービス開発の取り組み

おもてなしとは,クルマを購入する際,ディーラーにお

客様が入ってきたときの接客業としての「おもてなし」以

外にも,例えばクルマに乗り込んだときに,クルマによる

乗員を歓迎するという意味でのクルマの「おもてなし」が

重要視されている.夜間に車に鍵を持って近づくとドアノ

ブや室内が徐々に明るくなることも,「おもてなし」のお迎

えである.

アイシングループとしての,この活動では情報電子VC

と車体系VCからなるワーキング体制で新たな企画・開

発を行っている.

2.	 おもてなしサービス開発テーマ創出活動

あらたな企画創出活動事例として,企画立案のため

に先の2つの組織体からメンバを集めてのブレストを実

施しており,その一つの進め方として,図2に示すアイディ

アソンに取り組んでいる.目的として,多様性を持った多

くのメンバでディスカッションを行うことで,それまでに

なかった全く新しいアイディアや,特定の課題の解決方

法を見つけブレークスルーを起こすことである.

 
図2　アイディアソン全体の流れ

また,参加メンバどうしの交流が生まれることから,コ

ミュニケーションツールとしての役割も期待されてい

る.そして近年では,新たな事業やビジネスモデルの創

出の手段として多くの企業などで開催されることも増え

てきている.

重点開発領域におけるおもてなしサービス
開発の取り組み

概　要
自動車業界の構造変化に立ち向かうべく,次世代に向けた競争力強化に向け3つの重点開発領域を決めアイシン

グループ一体となった取り組みを進めている.その中のひとつである「コネクティッド」におけるおもてなしサービス開
発ワーキンググループの取り組みについて紹介する.
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図3　グラフィックレコーディング実施例

アイディア創出の過程を残していく議事録の代わりに,

図3に示す「グラフィックレコーディング」により可視化し

て,議論や対話などを絵や図などを記録していくファシリ

テーションの手法など取り入れ活動を進めている.「グ

ラフィックレコーディング」とは,議論や対話などを絵や

図などのグラフィックに可視化して記録していくことで会

議の内容を一つの絵として見せることで関係性や構造

が直感的にわかり,全体を俯瞰できるため,参加者の認

識が合わせやすくなるというメリットがある.また,可視化

し振り返ることで隠れた問題点を浮き彫りにする,現場

の雰囲気など言葉で表現されていない部分まで描いて

気づきを与えるなど,「絵のついた議事録」にとどまらな

い,議論をより良いものとする工夫などを積極的に取り

入れている.

3.	 開発の取り組み実施例

本章では,当ワーキンググループにて企画活動により

取り組んだ,おもてなし向上に向けた商品開発の事例に

ついて述べる.

3.1　　見守り安心ドアシステム

見守り安心ドアシステムは,ユーザがスイングドアを

開閉して車両に乗り降りする際に感じる身体的・心理的

な負担を軽減し,安全・安心で快適な乗降性を実現する

ことを目指すシステムである.

従来ドアロックやドアチェックなどのメカ部品によって

実現されてきたドア開閉や開度保持機能に対して電子

制御を取り入れることによって,ドアの開閉や保持力を

自在にコントロールすることが可能となり,さらに統合制

御ＥＣＵによって障害物センサや外部システムの情報を

活用することが可能なシステムとして構成した.見守り安

心ドアシステムのシステム構成図を図4に示す.

 
図4　見守り安心ドアシステムの構成

また,本システムの実現により得られる新しい価値と

目指す姿を図5に示す.

 
図5　見守り安心ドアシステムの新しい価値と目指す姿

このようにこれまでのスイングドアにはないおもてなし

感を感じることができる乗降性の実現を狙いとして開発

に取り組んでいる.

3.2　　ナビ連携シートシステム

ナビ連携シートシステムは,車両走行に伴い発生する

加速度変化や,運転状況の変化により乗員が感じる身

体的・心理的な負荷を軽減することで安全で快適な移

動を実現することを目的としたシステムである.

ニューマチックシートシステムと,ナビシステムおよび

コネクティッドモジュールを連携可能なシステムとして

構成した.ナビ連携シートシステムのシステム構成図を

図6に示す.

 
図6　ナビ連携シートシステム構成図

本システムの導入により,走行経路上にあるカーブの

コーナーR情報や交差点の形状情報と進入速度により

予測された横Gの大きさに合わせて最適なサポート制

御を行うことが可能となる.さらに運転状況に応じてリフ
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レッシュ機能を作動させることで最適なタイミングで疲

労軽減機能を提供することができる.本システムにおい

て実現される機能とうれしさを図7に示す.

 
図7　ナビ連携システム機能とうれしさ

4.	 　おわりに

開発の取り組み実施例にて説明した,見守り安心ドア

システムでは障害物にぶつからない,ナビ連携シートシ

ステムでは運転疲労の低減などのうれしさを作りこんで

きた.今後は,さらに融通の利く,また深い状況理解に基

づく,うれしさが求められてくると考えられる.一例として,

見守り安心ドアでは障害物に応じた動かし方,乗車する

人の行動に応じたドアの開閉,ナビ連携シートシステム

ではユーザごとの身体的状況の把握によるシート操作

などである.近年の自動車業界の動向はCASEに向け

てオーナーカーからシェアカー主体となっていく予測の

中でも,工業製品が愛車であるように,かけがえのない

パートナとしてユーザの理解をより深めた機能をもつコ

ンセプトカーが発表されている.

他業界においても,特技が上達するペット型ロボット

やヒトのような感情表現が豊かなパーソナルロボットな

どが製品化されている.次世代のおもてなし製品開発に

向けて,利便性はこれまで以上に織り込みつつも,ユー

ザの表情・動作・声色から複合的に感情などを推定す

る.また,web上のニュースといった一般情報と,SNS発

信や位置情報,車内での会話履歴など個人に関する情

報を比較し,頻出するトピックからユーザの嗜好を推定

する,感情認識や嗜好推定といった技術を取り込

み,100年に一度の大変革期,製品開発に向け快適性・

利便性向上だけではなく,お客様の感性を刺激し,驚きと

感動を与える商品の企画開発を目指していきたいと考え

る.
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